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新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
一
月

九
日
、
鹿
児
島
県
消
防
学
校
（
東
市

来
）
で
行
わ
れ
、
市
内
の
消
防
団
員

や
市
消
防
本
部
職
員
な
ど
三
百
二
十

人
ほ
ど
が
参
加
し
、
今
年
の
防
火
を

誓
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
大
勢
の
関
係
者
が
見
守

る
中
、
元
吉
靖
郎
消
防
団
長
の
人
員

報
告
の
後
、
安
樂
誠
吾
東
市
来
方
面

団
長
を
先
頭
に
、
各
方
面
団
や
市
消

防
本
部
職
員
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
規
律
訓
練
や
救
助
訓
練
、

放
水
訓
練
な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
長
年
消
防
団
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
宮
路
市
長
が
、
日
ご
ろ
の
活
動

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
任
務
を
遂
行
す
る

団
員
の
、
一
層
の
精
進
を
期
待
し
激

励
し
ま
し
た
。

消
防
活
動
の
功
績
を
表
彰

各
種
表
彰　
　
（
敬
称
略
）

略
称
（
本
）
＝
消
防
本
部

　
　

（
東
）
＝
東
市
来
方
面
団

　
　

（
伊
）
＝
伊
集
院
方
面
団

　
　

（
日
）
＝
日
吉
方
面
団

　
　

（
吹
）
＝
吹
上
方
面
団

【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】

元
吉
靖
郎
（
東
）
原
之
園
重
己
（
伊
）

家
村
仲
五
（
伊
）
山
里
一
幸
（
日
）

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】

玉
利
幸
治
（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】

古
薗
俊
一
郎（
伊
）原
之
園
重
己（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
３０
年
勤
続
章
】

南
宏
機
（
東
）
園
頭
止
（
東
）
日
高

耕
一
（
東
）
松
尾
謙
二
（
伊
）
下
園

秀
志
（
吹
）
正
留
武
久
（
日
）
大
迫

滿
（
吹
）
下
野
孝
次
（
吹
）
坊
野
幸

一
（
吹
）
馬
籠
繁
治
（
吹
）
古
川
博

幸
（
吹
）
坊
野
勝
彦
（
吹
）
西
薫
（
本
）

田
中
司
（
本
）

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】

馬
場
添
信
男
（
東
）
住
吉
勉
（
東
）

山
下
浩
二
（
伊
）
柿
内
良
次
（
伊
）

有
村
公
一
（
伊
）
福
元
利
孝
（
伊
）

檜
物
雅
人
（
日
）
川
畑
哲
矢
（
日
）

加
藤
健
一
（
日
）
野
元
和
春
（
日
）

原
田
英
宣
（
吹
）
岩
城
修
（
吹
）

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】

大
迫
一
輝
（
東
）
馬
場
口
昭
浩
（
東
）

吉
村
清
博
（
伊
）
南
一
博
（
伊
）
梅

本
昭
広
（
伊
）
福
元
俊
美
（
伊
）
前

鶴
賢
士
（
伊
）
今
村
兼
裕
（
伊
）
仮

屋
国
孝
（
伊
）
馬
場
信
士
（
伊
）
坂

口
司
（
伊
）
冨
ヶ
原
弘
征
（
伊
）
前

屋
敷
満
（
日
）
荻
田
正
利
（
日
）
古

垣
克
己
（
日
）
柿
元
一
浩
（
日
）
馬

込
勝
明
（
吹
）
窪
園
雅
俊
（
吹
）
田

中
浩
昭
（
吹
）
印
口
浩
二
（
吹
）
福

村
陸
朗
（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
５０
年
勤
続
章
】

西
園
徹
（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
４０
年
勤
続
章
】

田
中
勇
八
（
東
）
柳
元
滿
（
東
）
玉

利
幸
治
（
伊
）
門
松
吉
彦
（
伊
）

【
県
知
事
表
彰
１０
年
勤
続
章
】

お
よ
び
【
市
長
表
彰
１０
年
勤
続
】

下
池
真
（
東
）
北
山
雄
一
郎
（
東
）

重
水
元
（
東
）
新
川
光
郎
（
東
）
田

尻
幸
雄
（
東
）
宇
都
隆
秋
（
伊
）
南

敏
孝
（
伊
）
中
野
啓
信
（
伊
）
塚
田

光
範
（
伊
）
松
元
裕
樹
（
伊
）
加
治

屋
秀
明
（
伊
）
重
留
一
浩
（
伊
）
迫

竜
一
（
日
）
白
ケ
澤
博
之
（
日
）
冨
ヶ

原
隆
司
（
日
）
赤
井
田
幸
男
（
吹
）

田
中
憲
一
（
吹
）
寺
本
雅
樹
（
吹
）

山
野
猛
（
吹
）
大
平
正
広
（
吹
）
漆

島
久
志
（
吹
）

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
１５
年
勤
続
章
】

室
之
園
博
樹
（
東
）
恒
吉
晴
美
（
東
）

東
郷
芳
弘
（
東
）
東
浩
史
（
東
）
平

松
博
幸
（
東
）
西
之
園
健
一
（
伊
）

重
留　

勝
（
伊
）
上
原
伸
一
（
日
）

宮
脇
誠
（
日
）
原
口
正
悟
（
日
）
廣

中
輝
樹
（
日
）
髙
田
利
文
（
吹
）
池

田
日
道
（
吹
）
福
田
誠
（
吹
）
丸
山

明
孝
（
本
）
比
良
和
孝
（
本
）
平
地

慎
治
（
本
）
西
原
悟
史
（
本
）
重
水

康
平
（
本
）

【
感
謝
状
３０
年
勤
続
者
内
助
の
功
】

南
八
重
子
（
東
）
園
頭
幸
子
（
東
）

日
髙
キ
ヱ
（
東
）
正
留
眞
由
美
（
日
）

下
園
直
子
（
吹
）
下
野
久
美
子
（
吹
）

坊
野
佳
代
子
（
吹
）
馬
籠
シ
ナ
（
吹
）

古
川
涼
子
（
吹
）
坊
野
フ
ミ
（
吹
）

【
感
謝
状
２５
年
以
上
勤
続
退
団
者
】

藤
田
伸
一
（
東
）
西
ノ
園
純
男
（
東
）

玉
利
幸
治
（
伊
）
上
奥
和
（
伊
）
古

野
良
武
（
伊
）
宮
内
紀
二
三
（
伊
）

鳩
野
好
弘
（
日
）
長
倉
浩
二
（
日
）

西
園
徹
（
吹
）
北
野
孝
夫
（
吹
）
大

迫
滿
（
吹
）

新春の決意新たに　
地域の防火・防災を誓う

▲救助訓練

▲表彰を受ける元吉靖郎消防団長

消防出初式
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あなたも気をつけて！「点検商法」
　日置市消費生活相談窓口には、契約トラブルに関する相談が多く寄せられています。今
回は、相談の中から ｢点検商法｣ の事例を紹介します。

【消費生活相談窓口】

本 庁 商 工 観 光 課　２７３-２１１１　日吉支所地域振興課　２９２-２１１１
東市来支所地域振興課　２７４-２１１１　吹上支所地域振興課　２９６-２１１１

相談員からのワンポイントアドバイス

※本庁商工観光課では、土・日・祝日を除き、消費生活相談員が対応します。

≪日置市に寄せられた相談事例≫
　「トイレの換気扇を点検させてほしい」

と、突然大手電力業者を名乗る男性が来

訪した。たまたまあったハシゴに上って

「これは腐っている。このままだと漏電す

る。」と言われたため、心配になって換気

扇を交換した。

　１万８千円請求され、その日のうちに

支払ったが、必要な修理だったか不安に

なり、領収書に記載されている業者に電

話をかけたが、連絡が取れなかった。

１．突然訪問してきて、その場で契約を迫るような業者には要注意
２．必要ないと思ったら ｢お断りします｣ などと、はっきりと断る
３．�修理などを依頼する際は、ほかの業者からの見積りをとるなど、

十分に検討が必要
４．契約した場合でも、おかしいと思ったら一人で悩まず相談を！

突然訪問 「○○を点検させてほしい」に注意！

　「○○を点検させてほしい」と信用のある業者名や公的機関の
職員を装って「このまま放置すると危険」などと言葉巧みに不
安にさせ、高額な請求をする訪問販売の被害が増えています。
このような被害に遭わないために、次のことを心がけましょう。
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平成 ２２ 年度　全国統一防火標語

　日置市消防本部消防署では、火災予防運動に伴い３月１日（火）８時 ３０ 分からプラッセだいわ伊
集院店と合同で防火訓練を予定しています。
　訓練終了後に、幼年消防クラブのあづま保育園児による太鼓演奏やチラシ配布を行います。ぜひ、
お立ち寄りください。
　そのほかにも、市内の事業所や学校でも防火訓練を実施予定です。

　昨年から正式に運用を開始した
救急支援（消防車同時出動）も、
救急件数増加に伴い、さらなる連
携出動が予想されます。
　昨年は、心肺停止状態の出動が
もっとも多く、国道や高速道路で
の交通事故にも出動しました。

　前年比で９件の減少でした。
交通事故への出動が最も多く１０
件、次いで水難事故の順でした。

　前年比で17件減少しました。
　しかし、残念ながら１人が火災によ
り死亡し、３人が負傷しました。

　前年比で１７７件の増加になりました。救急出動は、
今後も増加が予想されます。
　重症患者への対応が遅れないためにも、住民の皆
さまの救急車適正利用をお願いします。

▲昨年行われた救助訓練

「消したかな」あなたを守る合言葉

　３月１日（火）から３月７日（月）まで、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、
火災予防の知識や行動力を高めることで火災の
発生を防止し、高齢者などを中心とする死者の
発生を減少させることを目的としています。

ＰＡ連携
（緊急支援）

９２件
救助 １６件

火災 ２９件

救急 １,９９８件

春の全国火災予防運動

２０１０年日置市消防統計

0
1
2
3
4
5
6
7

たき火 コンロ 火入れ

出火原因
6件

5件

3件

0
2
4
6
8
10
12
14
16

建物 その他
（枯草等）

車両 林野

火災種別
14件

11件

3件
1件

0

200

400

600

800

1000

1200

急病 1142件 転院 367件 一般負傷 227件 その他 212件

出火原因

出動件数内訳

火災種別
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【消防本部・消防署へのお問い合わせ先】
　日置市消防本部・消防署　　　０９９（２７２）０１１９
　　　　　　　　北分遣所　　　０９９（２７４）０１１９
　　　　　　　　南分遣所　　　０９９（２９９）３０１９
　テレガイド（災害問い合わせ）０９９（２７３）２8１１

消防署からの大切なお知らせ
★　住宅用火災警報器を設置しましょう。
　　�　平成２３年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が必要です。まだ設置されていない
方は早めの設置をお願いします。

　※　住宅用火災警報器は、お近くのホームセンターや電器店などで購入できます。
★　PA連携（消防隊と救急隊）にご理解とご協力をお願いします。
　　�　当消防署では、これまで以上に円滑な救急救命活動や救急現場での安全管
理を行うために、必要に応じて消防隊が救急隊と同時出動し、救急現場での
支援活動を行っています。　

★　日置市消防団伊集院方面団の再編について
　　　平成２３年４月１日から伊集院方面団の分団名が変わります。
　　�　中央西分団は、従来の中央分団の車庫と消防ポンプ車を利用し、中央東分団は、NTTドコモ南側に
新設した車庫と消防ポンプ車を利用して活動していきます。

　　　妙円寺分団は、従来の中央分団妙円寺部の車庫と消防ポンプ車を利用し、活動します。
　　�　土橋・飯牟礼・北分団については、今の部の車庫と消防積載車を使いながら、年次的に分団車庫と消
防ポンプ車を整備し活動していきます。

　※�　現在使用している部の車庫は、消防団としての使用はなくなりますが、地元団員の人数を減らすもの
ではありません。

　　�　今後は機動力の増強を図り、６人から１０人乗車できる消防ポンプ車を整備していきます。また少子高
齢化やサラリーマン化による消防団員の不足を解消するため、団の再編を行うものです。

　　�　地元住民の方々にとってしばらくは、身近にあった消防団が遠く感じられるかもしれませんが、機動
力強化や団員確保のため、ご理解をいただきたいと思います。

現在の分団 再編後の分団

中央分団　町部
第５分団　大田上中部　大田下部　寺脇部 ⇨ ➡ 中央西分団

第１分団　下方限部　上方限部　清藤部　郡部
第５分団　徳重猪鹿倉部 ⇨ ➡ 中央東分団

中央分団　妙円寺部 ⇨ ➡ 妙円寺分団

第２分団　下土橋部　上土橋部　中川部
　　　　　竹之山部 ⇨ ➡ 土橋 分 団

第３分団　飯牟礼大下部　飯牟礼上中古城部
　　　　　恋之原部 ⇨ ➡ 飯牟礼分団

第４分団　麦生田部　桑畑部　野田部
　　　　　上中神殿部　下神殿部 ⇨ ➡ 北　分　団

再 編 図

伊集院北小校区

飯 牟 礼 小 校 区

妙 円 寺 小 校 区

伊 集 院 小 校 区

土 橋 小 校 区

消防団員を募集中です！
　入団希望の方は、消防本部消
防団係まで！
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　平成 ２２ 年 １２ 月１日付けで委嘱を受けた新しい民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介し
ます。（敬称略）民生委員・児童委員は、高齢者や障がいを持った方など、社会的に弱い立場
にある方の訪問などを通して、その生活実態を把握し、さまざまな福祉問題について相談に応
じたり、関係する行政機関や福祉施設と連携したりしながら指導・援助を行っています。
　また多発している振り込め詐欺防止のために、日置警察署長から振り込め詐欺防止相談員と
して委嘱も受けています。福祉に関する疑問や悩みなどをお持ちの方は、お住まいの地域を担
当する委員までお気軽にご相談ください。

民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します

日吉地域民生委員・児童委員協議会

吹上地域民生委員・児童委員協議会

氏　　名 担当区域 電話番号
種子田フサ子 二潟 ２９２-5００１
前畑　正廣 山田上・山田・山田下 ２９２-３０４１
松﨑　水枝 日新・並松・北原・今別府 ２９２-４９９8
中城　勝美 下原・古の山・浜の丸 ２９２-２９85
木村　正則 出来場・西 ２９２-２９１７

中原　直美 城の下・寺下・中原・榎園・榎
園団地・ウッドタウン日吉 ２９２-３０７４

山内ひとみ 枦木・植木・日置麓・日置団地 ２９２-４8２７
田島マツエ 帆北・帆西・帆南・帆東 ２９２-２２９２
瀧口ルミ子 柿の谷・狩谷・旭東・旭西 ２４６-88４１

勝田　久子 松ヶ尾・久保園・宮下・八幡・
新橋 ２９２-３888

久保　幸子 上の馬場・古里・古里東・中牟
礼・中牟礼西 ２９２-４２１8

氏　　名 担当区域 電話番号
德田まき子 西本町・南宮内 ２９６-４１６９
東　  克夫 東本町・窪田 ２９６-２３４４
大北貴美子 坂元・多宝寺・ふもと ２９６-４６９8
窪田　　繁 小牧 ２９６-２９７０
下村　俊治 北湯之元 ２９６-5１７７
田原　嘉治 南湯之元 ２９６-４０６７
川邉　昭宏 緑ヶ丘・宮坂・上中之里 ２９６-４４９２
山下　正成 下中之里 ２９６-5０７２
野入　弘良 中津・東宮内・西宮内 ２９６-４5２６
漆島喜代子 亀原・花熟里 ２９６-２４３６
東　百代子 小野浜・小野馬場・小野 ２９６-２９０8
下村みさ子 下田尻・中田尻 ２９６-5９5３
國生　康子 上田尻・芋野・野首 ２９６-5９5０
山口　勇子 下与倉 ２９６-３６７１
松原　　悟 藤元 ２９６-２３４９
島木　勝美 赤仁田・上与倉 ２９６-３5６8
永野　玲子 田之尻・永野 ２９６-４１７７
田中　保子 今木場・日添 ２９６-６０９９
井上ミツ子 竜之瀬・観音河内・平鹿倉 ２９６-5０７７

氏　　名 担当区域 電話番号
春成トモエ 堀込・諏訪・鵜狩 ２９２-３６６４
田中　　馨 笠ヶ野・草見 ２９２-３０5０
上口　旬子 草原東・毘沙門・遠矢ヶ原 ２９２-４5９０
岸之上良一 草原西・川口・住吉 ２９２-３９１４
井上  　敏 天司・吉野・鬼丸 ２９２-４６8２
畠中　耕一 原口・西山・白井月 ２９２-３２９5
下野たみ子 吉利麓・新町・向江 ２９２-４６58
宮園けい子 尾之上・志賀・内門・熊須 ２９２-４8０１
迫　ヒデ子 片町・池上・道上・小園 ２９２-３９０３
松村　耕一 前屋敷・冷水・松山 ２９２-４７０１

上田平佐代子 田平・小吹・岩井田 
諸正・樗木 ２９２-5２２１

鎌ヶ迫　勉 主任児童委員 ２９２-２１３６
新宅　礼子 主任児童委員 ２９２-３７２２

氏　　名 担当区域 電話番号
坂口　正視 苙口・瀬谷・助代 ２９６-２１９７
上床　和子 上和田・中和田 ２９６-４６７７
櫨木　洋子 下和田・苙岡 ２４5-１２０１
川路　順子 入来・西原 ２９６-４７６8
上野　正宏 入来浜 ２９６-４９１７
松﨑　征男 今田 ２９６-２１６１
草木迫ふさ子 小永吉・上草田・中草田 ２９７-２２６０
瀨川千枝子 原園・下草田 ２９９-３７７６
吉留　保子 浜田中・浜田後・天昌寺 ２９９-３０１２

都　敦子 川久保・永吉中和田 ２９７-２４２３
鍋倉　怜子 新川原 ２９９-３３７４
岩元りえ子 榎下・永吉ふもと ２９７-２２３４

山田　順子 梅里下・梅里・七呂 
印口・鍋谷・松下 ２９７-２９４６

坊野ヒロ子 坊野上・坊野下・高田 
田代野・柱野・山手 ２９９-３２４４

平田　昭二 主任児童委員 ２９６-２６３8
櫻井　弘美 主任児童委員 ２９６-２６5２
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東市来地域民生委員・児童委員協議会

伊集院地域民生委員・児童委員協議会

氏　　名 担当区域 電話番号
島田ひろ子 桑木野・郷戸・尾木場 ２７４-３３７６
町田すぎ子 野下・高塚東・高塚西 ２７４-６６２5
鉾之原清子 鉾之原・立和名 ２７４-６8２４
久保　久子 荻 ２７４-９４5１
片平　清美 北山・上床 ２７４-６１8３
野間口チイ子 田代 ２７４-９０１３
德重　　悟 梅木・中野・元養母 ２７４-９９１６
中園　敬子 下養母 ２７４-０１２０
宮内　裕子 麓上・古市 ２７４-5１１３
水流　憲子 麓下 ２７４-４３０７
吉村多加子 杉之迫 ２７４-１１７１
西ノ園律子 城之町上・城之町・坂之上下 ２７４-１１４７
神田美代子 皆田東・大平 ２７４-３88２
宮前サチ子 皆田西・丸牧 ２７４-３４０６
内野　道夫 上野東・上野西 ２７４-5０４8
野﨑　楠雄 向湯田 ２７４-４９６１

氏　　名 担当区域 電話番号
牧迫　範雄 池田・末永・窪田 ２７２-２３5１
吉田伊都子 下方限・四郎園 ２７３-３8９３
有馬　久子 麓東 ２７２-４７１１

山口　清寛 天神馬場・上之馬場 
犬之馬場・元町 ２７３-１０２２

鮫島　幸子 向江町・中央通 ２７３-１０３5
家村かつ子 駅前・銀天通 ２７３-１６5０
前田　純正 出樋・城山・荒瀬 ２７３-１58６
清藤　藤一 小城・瀬戸内 ２７３-００5９
久木田洋子 徳重東 ２７２-３１１０
山下ヒサ子 猪鹿倉（朝日ヶ丘線より北側） ２７２-5４３8
横山　節子 猪鹿倉（朝日ヶ丘線より南側） ２７２-４5７１
田中くみ子 清藤 ２７３-３７8２
岩元　吉信 郡上・郡内・宮脇 ２７３-5４5３
脇田　五月 中福良 ２７３-６６5０
神橋　　守 立野 ２７２-5４２２
倉﨑　浩二 平古 ２７３-１６４９
松下　鈴子 郡下 ２７２-３７２０
田中　智子 大田上・大田中 ２７３-5４４8
伊集院　勲 大田下・久木野々 ２７３-１０３４
腰　　國昭 飯牟礼下・腰・善福 ２７３-６７６5
德永　　昇 飯牟礼上・飯牟礼中 ２７３-１１5６
西山　昭子 古城・恋之原 ２７３-5２７７
新山　　毅 下土橋 ２７２-5６９5

氏　　名 担当区域 電話番号
松尾　幸男 上土橋 ２７３-９55７
上　　菊男 中川 ２７３-９２２8
馬場園健誠 竹之山 ２７３-９１６5

本村　一男 麦生田下・麦生田中 ２７３-２４９４

稲田三千年 麦生田西・麦生田東 ２７３-３０２４
比良　昭子 上神殿・中神殿 ２７３-９７０３

下御領伸一 下神殿１区・下神殿２区 
下神殿３区・下神殿４区 ２０１-９１３０

重留　順子 桑畑 ２７３-３０６９
里之園　毅 野田 ２７３-１７２8
西　すみ子 寺脇 ２７３-６85９
田渕川庄次郎 朝日ヶ丘 ２７２-３０１９
滿留　裕子 妙円寺１区 ２２１-０5７０
寺園　幸廣 妙円寺２区 ２７２-３９２１
檢見﨑祥子 妙円寺３区 ２７２-４９１8
入佐　俊五 妙円寺５区 ２７２-３5００
松元　健二 妙円寺６区 ２７３-０４１７
南田　薩男 妙円寺７区 ２７２-３３１６
谷本　克利 妙円寺８区・妙円寺９区 ２７３-３３７３
上園　義彦 つつじヶ丘１区 ２７３-０２8０
竹下ふき子 つつじヶ丘２・３区 ２７３-６5９７
橋之口直子 主任児童委員 ２７２-5７６９
東　ひとみ 主任児童委員 ２７３-１２７２

氏　　名 担当区域 電話番号
堂園　勇一 駅前 ２７４-２９６２
池滿　久代 駅前 ２７４-２９３5
鉾谷登知子 元湯 ２７４-１２６２
高須美穂子 元湯 ２７４-０5０９
赤﨑てるみ 中央 ２７４-２5３６
寺田そよみ 中央 ２７４-5６６０
松比良修志 田之湯 ２７４-３２９8
比良　四郎 堀内 ２７４-０７１8
沼田八重子 上・元・中伊作田 ２７４-３１8１
益満　律子 柿之迫 ２７４-３７７5
中村　満郎 江口・鈩口 ２７４-２４７６
上薗　澄子 川北・平迫比良・赤崎 ２７４-４６６5
上薗　律子 永山・神之川・南神之川 ２７４-58１２
児玉　英作 美山・宮田 ２７４-４１１４
岩下　輝子 主任児童委員 ２７４-４９０３
福島　凉子 主任児童委員 ２７４-5６２5
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式
典
で
は
濵
﨑
会
長
が
「
こ
の
五

年
で
自
治
会
は
１００
ほ
ど
減
少
し
た

が
、
行
政
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
こ
う
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

自
治
と
共
生
・
協
働
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
、
姶
良

市
北
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
肥
後
会
長
が
「
共
生
・
協
働

型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
づ

く
り
」
と
題
し
て

記
念
講
演
。「
心
配

よ
り
行
動
で
考
え

る
地
域
づ
く
り
を
」

「
ひ
と
つ
で
き
れ
ば
、

次
の
発
想
へ
と
つ
な

が
る
」
と
、
自
治
の

悩
み
を
抱
え
る
自
治

会
長
に
多
く
の
示
唆

を
与
え
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
美
山
、
徳
重
東
、
八
幡
、
坊
野

の
各
自
治
会
長
が
、
自
治
会
統
合
や

加
入
問
題
な
ど
の
活
動
事
例
を
発

表
。課
題
の
解
決
や
取
り
組
み
内
容
、

苦
労
話
な
ど
、
自
治
会
の
活
性
化
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

元
気
な
自
治
会
が
共
生
・
協
働
を

支
え
、
育
て
ま
す
。

念
大
会
」
が
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

⑲⑲

さ
ら
な
る
自
治
の
推
進
を

　

日
置
市
自
治
会
長
連
絡

協
議
会
は
平
成
１７
年
、
日

置
市
誕
生
と
と
も
に
、
四

町
の
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
を
合
併
、
２７4
人
の
自
治

会
長
が
参
加
し
て
発
足
し

ま
し
た
。

　

同
連
絡
協
議
会
と
し
て
五
周
年
の

節
目
に
、
自
治
活
動
へ
の
思
い
を
共

有
し
、
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と

一
月
十
七
日
「
市
自
治
会
五
周
年
記

日置市自治会
５周年記念大会

市
制
５
周
年
地
区
公
民
館
花
火
事
業
　
秋
・
冬
編

協
働
の
花
火
で
地
域
に
元
気
！

自治会長４人が取り組み事例を発表

自
治
会
長
や
関
係
団
体
代
表
が

一
同
に
会
し
ま
し
た

１０/２３

妙
円
寺
参
り
前
夜
祭（
伊
集
院
地
区
）

１１/１４

坊
野
地
区
文
化
祭
・
花
火
大
会

１/９

扇
尾
地
区
鬼
火
焚
き

１１/３

住
吉
地
区
十
五
夜
祭
り

１/8

美
山
地
区
鬼
火
焚
き

１/７

上
田
尻
鬼
火
焚
き
（
野
首
地
区
）
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【お問い合わせ先】
本　　　庁　市民生活課環境衛生係　℡２７３-２１１１（内線１１４１）　東市来支所　市民課環境衛生係　℡２７４-２１１１（内線２１１４）
日 吉 支 所　市 民 課 環 境 衛 生 係　℡２９２-２１１１（内線３１１３）　吹 上 支 所　市民課環境衛生係　℡２９６-２１１１（内線４１１４）

　日置市では、家庭から排出される二酸化炭素排出量の削減を目的に、環境家計簿普及の取り
組みを実施しています。
　家計の節約になり、地球温暖化防止にも効果のある環境家計簿に取り組んで、みんなで地球
にやさしいエコライフを実践しましょう！

環境家計簿ってなに？
　環境家計簿は、月１回、家庭からの電気やガスなどの使用量から二酸化炭素排出量を計算し、
記録するものです。家庭から排出されている二酸化炭素の量を実際に数字にして感じることに
より、二酸化炭素排出量の削減に取り組むきっかけにしていただくものであり、家計の節約だ
けでなく地球温暖化防止にも役に立つものです。
　環境家計簿は、市ホームページからダウンロードされるか、市民生活課環境衛生係または、
各支所市民課環境衛生係までお問い合わせください。

「環境家計簿」をつけて、節約しましょう！

家庭からの二酸化炭素排出量（２００8 年）

　人の呼吸によるCO２排出量は、一人当たり年間約３２０㎏ /CO２で、この量は、おおよそスギ２３本で吸
収されます。
　2008年に家庭から排出された量４８８９. ５㎏ /CO２だと、おおよそスギ３５２本で吸収されることにな
ります。
家庭からの二酸化炭素を少なくして、環境に配慮したライフスタイルを考えてみましょう！

記入要領

資　　料

１ 月
睦月：January

リサイクルチェック欄
　　　カン
　　　ビン
　　　ペットボトル
　　　紙パック
　　　食品トレー

項　　目 使用（消費） 量 × 係数 ＝ 出したCO2 の量※
電気 519 Kwh × 0.43 ＝ 223.17 ㎏
都市ガス 44 ㎥ × 2.2 ＝ 96.8 ㎏
LP ガス 0 ㎥ × 6 ＝ 0 ㎏
水道 ㎥ × 0.23 ＝ ㎏
灯油 ℓ × 2.5 ＝ ㎏
ガソリン 45 ℓ × 2.3 ＝ 103.5 ㎏
軽油 10 ℓ × 2.6 ＝ 26 ㎏

合　　　計 449.47 ㎏
リサイクルも大切なエコです。
リサイクルへの取り組みも
チェックしてみましょう！

「請求書」や「レシート」から
使用量を転記します。

ここの数値は、自動的に計算
されます。

電 気 2,139.1 ㎏ CO2 /世帯
都 市 ガ ス 407.1 ㎏ CO2 /世帯
LP ガ ス 245.1 ㎏ CO2 /世帯
水 道 95.8 ㎏ CO2 /世帯
灯 油 475.9 ㎏ CO2 /世帯
ガ ソ リ ン 1,462.7 ㎏ CO2 /世帯
軽 油 63.8 ㎏ CO2 /世帯
合　　計 4,889.5 ㎏ CO2 /世帯

※資料提供　全国地球温暖化防止活動推進センター

　この表は、２００８年に家庭から
排出された二酸化炭素排出量です。
　あなたの家庭の一年間の数値が
この数値より下がるよう二酸化炭
素排出量削減に努めましょう。
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十
二
月
十
一
日
と
十
二
日
に
行
わ

れ
た
、
ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、

二
日
間
で
五
万
八
千
九
百
七
十
五
円

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
一
月
十
四

日
、末
永
義
弘
実
行
委
員
長
か
ら「
昨

年
十
月
に
奄
美
地
方
で
発
生
し
た
集

中
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
の
復
興
の
た

め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

奄
美
市
豪
雨
災
害
義
援
金
窓
口
の
鹿

児
島
銀
行
伊
集
院
支
店
、
山
元
和
博

次
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
吹
上
方
面
団
藤
元
分
団
藤

元
部
（
平
峯
正
德
部
長
）
が
、
地
区

公
民
館
や
婦
人
部
の
メ
ン
バ
ー
ら
と

十
二
月
三
十
日
、
藤
元
直
売
所
で
年

末
特
別
警
戒
も
ち
つ
き
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
大
会
は
、
消
防
団
が

行
っ
て
い
る
年
末
特
別
警
戒
の
広
報

活
動
に
、
地
域
も
巻
き
込
ん
だ
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
団
員
ら
が
考
案

し
、
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

準
備
さ
れ
た
約
三
十
㌔
の
も
ち
米

は
、
団
員
の
一
人
が
耕
作
放
棄
地
を

復
田
し
て
収
穫
し
た
も
の
を
「
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ら
」
と
無

償
提
供
、
前
日
か
ら
団
員
ら
が
準
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
丸
も
ち
や
カ
ラ
イ
モ

も
ち
な
ど
約
百
パ
ッ
ク
が
用
意
さ

れ
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
な
が
ら

チ
ラ
シ
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
と
、

直
売
所
を
訪
れ
た
買
い
物
客
ら
は
、

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
で
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
第
三
次
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
德
田

雅
幸
さ
ん
（
吹
上
）
が
出
発
前
の

十
二
月
十
六
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

德
田
さ
ん
は
、
昔
か
ら
地
図
が
大

好
き
で
、
い
つ
か
世
界
中
を
訪
れ
た

い
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
・
南

米
を
中
心
に
十
六
カ
国
を
一
人
旅
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

長
期
滞
在
し
た
国
が
、
今
回
派
遣
さ

れ
る
ネ
パ
ー
ル
で
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
先
に
つ
い
て
「
ネ

パ
ー
ル
で
は
、
今
ま
で
世
界
を
旅
し

て
き
た
中
で
、
特
に
ご
み
な
ど
の
廃

棄
物
を
目
の
当
た
り
に
し
、
地
下
水

の
汚
染
を
感
じ
た
」「
こ
れ
か
ら
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
環
境

意
識
を
高
め
る
教
育
や
、
地
域
内
の

環
境
美
化
・
保
全
・
維
持
に
関
す
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

話
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
着
込

ん
だ
鹿
児
島
城
西
高
校
の
生
徒
ら
が

十
二
月
二
十
四
日
、
交
通
安
全
ク
リ

ス
マ
ス
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
、
市
道
寺
脇
直
木
線

（
伊
集
院
町
飯
牟
礼
）
で

行
い
ま
し
た
。

　

真
っ
赤
な
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
生
徒
ら
は
「
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
は

気
を
付
け
て
」「
飲
酒
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
な

ど
と
書
か
れ
た
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運

転
撲
滅
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

被
災
地
の
復
興
に
役
立
て
て

年
末
年
始
の
火
の
用
心
願
う

環
境
意
識
向
上
に
貢
献
し
た
い

守
ろ
う
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
マ
ナ
ー

ま
る
ご
と
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ュ
バ
ル
で
募
金
活
動

年
末
特
別
警
戒
も
ち
つ
き
大
会

第
三
次
青
年
海
外
協
力
隊

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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日
吉
地
域
の
葉
た
ば
こ
生
産
農
家

が
一
月
十
五
日
に
、
さ
つ
ま
日
置
農

協
北
部
農
機
具
セ
ン
タ
ー
（
東
市
来
）

で
、
十
七
日
に
は
吹
上
地
域
の
葉
た

ば
こ
生
産
農
家
が
中
田
尻
の
共
同
育

苗
ハ
ウ
ス
で
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
会
場
で
は
生
産
者
と
農
政
関
係

者
が
参
加
し
て
「
販
売
価
格
も
ウ
サ

ギ
の
よ
う
に
跳
ね
あ
が
る
よ
う
に
」

と
祈
願
。
そ
の
後
、
豊
作
を
願
い
な

が
ら
、
ハ
ウ
ス
内
に
並
べ
ら
れ
た
親

床
に
均
一
に
な
る
よ
う
、
肥
料
に
混

ぜ
込
ま
れ
た
種
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し

た
。

　

葉
た
ば
こ
の
生
産
農
家
は
後
継
者

不
足
な
ど
で
年
々
減
少
し
、
日
吉
地

域
に
五
戸
、
吹
上
地
域
に
九
戸
と
な

り
面
積
も
二
二
・
五
五
㌶
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
重
ね

て
研
修
会
を
開
く
な
ど
、
品
質
と
単

収
の
向
上
を
目
標
に
葉
た
ば
こ
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
置
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

に
よ
る
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
が
一
月
十
七
日
、
伊
作
小
学
校
で

あ
り
ま
し
た
。（
全
四
回
開
催
）

　

初
回
の
こ
の
日
は
、
鹿
児
島
初
の

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
」
の
福
水
優
士

選
手
と
種
市
幸
祐
選
手
に
よ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
ほ
か
の
地
域
の

少
年
団
を
含
む
二
十
八
人
が
プ
ロ
選

手
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ー
ル
の
扱
い

方
や
ド
リ
ブ
ル
、
パ
ス
な
ど
基
本
動

作
を
中
心
に
、
楽
し
み
な
が
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
最
後
は
両
選
手
を
交

え
て
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
行
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
出
身
の
福
水
選
手
は
「
初

心
者
に
教
え
る
の
は
大
変
だ
け
ど
、

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
伊
作
小
に
も

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
で
き
た
り
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増

え
た
り
す
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
し
た
久
保
麗

香
さ
ん
（
伊
作
小
五
年
）
は
「
シ
ュ
ー

ト
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
練
習
す
る

う
ち
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
楽

し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
鹿
児

島
県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
で
見
事

優
勝
し
た
吹
上
高
校
弓
道
部
が
十
二

月
二
十
四
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
試
合
の
様
子
な
ど
を
熱

心
に
質
問
。「
三
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
で
も
頂
点
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
坊
野
裕
人
君
は

「
日
ご
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ
た
、
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
、
全

国
大
会
で
も
優
勝
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

一
月
五
日
か
ら
伊
集
院
球
場
で
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
、

プ
ロ
野
球
・
横
浜
ベ
ー
ス
タ
ー
ズ
の

細
山
田
武
史
捕
手
（
鹿
児
島
城
西
高

出
身
）
と
橋
本
将
捕
手
、
秦
祐
二
投

手
の
三
人
が
六
日
、
宮
路
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
施
設
も
整
っ
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
体
を
つ
く
っ
て
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
特
産

の
イ
チ
ゴ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

細
山
田
捕
手
は
今
年
が
入
団
三
年

目
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
に
つ
い
て

「
自
主
ト
レ
で
体
を
つ
く
り
、
一
年

間
通
し
て
一
軍
に
定
着
し
た
い
」
と

力
強
く
話
し
、
今
年
の
活
躍
を
誓
い

ま
し
た
。

県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会
初
優
勝

今
年
の
活
躍
誓
う

バ
ス
ケ
を
楽
し
ん
で
！　

プ
ロ
選
手
が
手
ほ
ど
き

高
品
質
、
豊
作
を
願
い
種
ま
き

吹
上
高
校
弓
道
部

プ
ロ
野
球
選
手
が
伊
集
院
で
自
主
ト
レ
開
始

伊
作
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
（
吹
上
）

葉
タ
バ
コ
の
種
ま
き

▲右奥から細山田武史捕手、橋本将捕手、秦祐二投手
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伊
集
院
北
中
学
校
三
年
の
有
馬
裕

子
さ
ん
と
小
原
あ
か
ね
さ
ん
が
十
二

月
二
十
四
日
、
第
五
十
四
回
日
本
学

生
科
学
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
、
同
じ
く
神
田
芽
生
さ
ん
と
川
畑

蛍
さ
ん
が
入
選
一
等
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
理
科
教
育
に
基

づ
く
中
学
・
高
校
生
の
公
募
コ
ン

ク
ー
ル
と
し
て
は
、
最
も
伝
統
と
権

威
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

有
馬
さ
ん
と
小
原
さ
ん
は
「
青
銅

鏡
の
美
に
せ
ま
る
！
」
と
い
う
作
品

で
出
品
。
歴
史
の
授
業
で
知
っ
た
青

銅
鏡
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

有
馬
さ
ん
は
「
研
究
の
成
果
が

実
っ
て
良
か
っ
た
」、
小
原
さ
ん
は

「
表
彰
式
は
緊
張
し
た
が
、
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
、
う
れ
し
さ
が
込
み
上

げ
て
き
た
」
と
話
し
、
受
賞
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
神
田
さ
ん
と
川
畑
さ
ん

は
、
柔
ら
か
く
使
い
心
地
の
良
い
タ

オ
ル
と
、
使
い
込
ん
だ
タ
オ
ル
と
の

違
い
を
調
べ
た
「
ふ
わ
ふ
わ
？
ご
わ

ご
わ
？
」
と
い
う
作
品
で
出
品
し
ま

し
た
。

　

神
田
さ
ん
は
「
賞
を
と
れ
る
と
は

　

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
が
十
二
月
十
九
日
、
伊
集
院

文
化
会
館
で
あ
り
、
大
勢
の
観
客
が

美
し
い
調
べ
に
酔
い
ま
し
た
。

　

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
毎
週
土
曜

日
に
練
習
に
励
み
、
現
在
七
十
二
人

の
団
員
が
年
代
を
超
え
た
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ

ナ
ー
デ
」
や
「
ム
ー
ン
リ
バ
ー
」
な

ど
十
五
曲
を
披
露
。
詰
め
掛
け
た
観

客
は
、
美
し
い
旋
律
に
酔
い
し
れ
、

大
き
な
拍
手
を
送
り
な
が
ら
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

郡
長
寿
会
（
内
健
一
会
長
）
が

十
一
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
、
伊

集
院
小
学
校
の
バ
ザ
ー
に
、
会
員
ら

の
育
て
た
花
や
野
菜
な
ど
を
提
供
し
、

そ
の
売
上
を
学
校
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
六
年
生
の
児
童
が
中
心

と
な
っ
て
販
売
し
、
あ
っ
と
い
う
間

に
完
売
し
ま
し
た
。

　

内
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
学
校
図
書
購
入
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
寄
付
金
を
手
渡
す
と
片
野

田
伸
一
校
長
は
「
今
回
の
行
為
に
感

謝
し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
い

ろ
ん
な
知
識
を
得
る
た
め
に
、
た
く

さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

今
年
で
二
十
回
目
と
な
る
「
冬
に

集
う
お
話
会
」
が
一
月
二
十
三
日
、

日
新
自
治
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

い
る
、
奥
イ
ツ
子
さ
ん
（
二
潟
自
治

会
）
は
、
テ
レ
ビ
で
大
人
気
の
戦
場

カ
メ
ラ
マ
ン
の
姿
で
登
場
。
手
作
り

の
紙
芝
居
を
鹿
児
島
弁
で
披
露
す
る

と
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
日
新
小
お
や
じ
の
会
」
に

よ
る
「
十
二
支
の
は
じ
ま
り
」
と
い

う
劇
で
は
、お
父
さ
ん
や
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
の
扮
装
（
ふ
ん
そ
う
）
に

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。そ
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
紙
芝
居
、
日
吉

地
域
に
伝
わ
る
民
話
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
お
話
が
と
び
だ
し
ま
し
た
。

　

お
話
会
の
後
は
、
火
鉢
を
囲
み
な

が
ら
、
焼
き
も
ち
や
団
子
、
豚
汁
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
身
も
心
も
温
ま

る
楽
し
い
お
話
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
学
生
科
学
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

伊
集
院
北
中

▲左から川畑蛍さん、神田芽生さん、小原あかねさん、有馬裕子さん

美
し
く
繊
細
な
調
べ
に
う
っ
と
り
♪

伊
集
院
小
バ
ザ
ー
で
寄
付

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
が
紙
芝
居

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

郡
長
寿
会
（
伊
集
院
）

冬
に
集
う
お
話
会
（
日
吉
）

思
っ
て
い
な
か
た
の
で
、
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
だ
っ
た
」、
川
畑
さ
ん

は「
研
究
は
大
変
だ
っ
た
が
、頑
張
っ

て
良
か
っ
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
ま
し
た
。
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昨
年
の
美
山
窯
元
祭
り
の
開
催
期

間
中
行
わ
れ
た
、
国
際
手
ひ
ね
り
絵

付
け
コ
ン
テ
ス
ト
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
十
二
月
二
十
三
日

美
山
陶
遊
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
の
は
手
ひ
ね
り
の
部

十
六
人
と
絵
付
け
の
部
十
人
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
十
人
の
計

三
十
六
人
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
視
点
か
ら
作
ら
れ
た
独
創
的

な
作
品
が
多
く
、
中
に
は
美
山
の
陶

工
も
驚
く
よ
う
な
完
成
度
の
高
い
作

品
も
あ
り
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
そ
の
作
品
の
数
々
に

目
が
く
ぎ
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
二
十
五
回
記
念
大
会
と
し
て
、

歴
代
の
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
入
賞
者
の

中
か
ら
真
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め

る
手
ひ
ね
り
絵
付
け
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
で
制

作
さ
れ
た
作
品
は
、
美
山
陶
遊
館
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
見

学
に
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

日
置
市
産
素
材
を
活
用
し
開
発
を

進
め
て
い
た
「
な
べ
ス
ー
プ
」
の
完

成
を
祝
う
試
食
会
が
一
月
二
十
二
日
、

日
吉
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
吉
地
域
で
生
産
さ
れ

て
い
る
大
豆
を
使
用
し
、
平
成
十
一

年
に
味
噌
、
平
成
十
四
年
に
は
豆
腐

を
開
発
し
販
売
し
て
い
る
日
吉
加
工

グ
ル
ー
プ
が
、
さ
ら
な
る
地
産
地
消

を
目
的
に
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　

ス
ー
プ
は
、
日
吉
産
大
豆
（
キ
タ

カ
タ
営
農
生
産
組
合
）
を
生
か
し
た

｢
豆
乳
な
べ｣

と｢

味
噌
な
べ｣

の
ほ
か
、

吹
上
産
天
然
塩
（
吹
上
天
然
塩
の
会
）

を
使
用
し
た｢
塩
な
べ｣

の
三
種
類

が
完
成
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
題
字
は
、

伊
集
院
高
校
書
道
部
の
正
法
子
さ
ん

（
二
年
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
手
づ
く
り
の「
な
べ
ス
ー
プ
」

（
一
袋
四
百
円
）
は
城
の
下
物
産
館

や
吉
利
物
産
店
で
販
売
し
て
お
り
、

今
後
は
日
置
市
内
の
各
物
産
館
で
も

販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
気
付
き
ま
し
た
か
？
東

市
来
駅
構
内
の
花
壇
が
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
こ
と
を
。

　

東
市
来
駅
の
花
壇
は
、
地
元
鶴
丸

地
区
の
環
境
美
化
部
会
の
メ
ン
バ
ー

が
定
期
的
に
花
壇
の
手
入
れ
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
花
壇
の
老

朽
化
が
進
み
そ
の
改
修
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、東
市
来
町
法
人
会（
西

ノ
園
純
男
会
長
）
が
社
会
貢
献
事
業

の
一
環
と
し
て
整
備
を
実
施
、
見
違

え
る
ほ
ど
に
立
派
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
ノ
園
会
長
は
「
花
壇
に
季
節
の

花
が
咲
き
、
明
る
く
気
持
ち
の
い
い

東
市
来
の
玄
関
口
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

明
信
寺
保
育
園
の
四
、五
歳
児
が

一
月
二
十
日
、
近
く
の
田
ん
ぼ
で
、

た
こ
揚
げ
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
た
こ
を
、
一
斉
に
揚
げ
始
め

る
と
、
風
に
の
っ
て
勢
い
よ
く
舞
い

揚
が
り
、
大
喜
び
し
て
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
り
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
友
達
の
た
こ
と
絡
ま
っ

た
り
、
糸
が
ち
ぎ
れ
た
り
す
る
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
。

　

奥
拓
望
く
ん
は
、
空
高
く
揚
が
る

た
こ
を
見
上
げ
な
が
ら
「
す
ご
く
高

い
と
こ
ろ
ま
で
揚
が
っ
た
よ
」
と
、

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
う
れ
し

そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

陶
工
も
驚
く
！
作
品
の
数
々

地
産
地
消
促
進
へ
向
け
「
な
べ
ス
ー
プ
」
が
完
成

美
山
手
ひ
ね
り
絵
付
け
表
彰
式

日
吉
加
工
グ
ル
ー
プ
の
新
商
品
「
な
べ
ス
ー
プ
」

き
れ
い
な
玄
関
口
と
な
り
ま
し
た

寒
さ
に
負
け
ず
、
園
児
に
っ
こ
り

東
市
来
町
法
人
会
社
会
貢
献
活
動

た
こ
揚
げ
（
明
信
寺
保
育
園
・
日
吉
）

▲なべスープを開発した加工グループの皆さん▲完成度の高い作品の数々
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新
春
の
伝
統
行
事
で
あ
る
鬼
火
た

き
が
一
月
七
日
、
市
内
各
所
で
行
わ

れ
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
炎
に
無

病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

　

上
田
尻
自
治
会
（
吹
上
）
で
は
、

舟
木
神
社
近
く
の
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。辺
り
が
薄
暗
く
な
っ
た
こ
ろ
、

今
年
の
年
女
年
男
が
た
い
ま
つ
で
点

火
す
る
と
、
高
さ
十
数
㍍
の
や
ぐ
ら

は
、
火
の
粉
を
飛
ば
し｢

パ
ー
ン｣

と
乾
い
た
音
を
立
て
な
が

ら
、
寒
空
を
焦
が
さ
ん
ば

か
り
に
一
気
に
燃
え
上
が

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
燃
え
上
が
る

炎
を
見
上
げ
な
が
ら
、
婦

人
部
が
作
っ
た
「
ア
ワ
ン

ナ
ッ
ト
」（
粟
ぜ
ん
ざ
い
）

や
、
お
き
火
で
焼
い
た
も

ち
を
、
お
い
し
そ
う
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
は
、
市
制
五
周
年
を
記

念
し
た
花
火
大
会
（
野
首
地
区
）
も

あ
り
、
参
加
者
は
次
々
と
打
ち
上
げ

ら
れ
る
花
火
に
、
寒
さ
も
忘
れ
て
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
飯
牟
礼
館
（
伊
集
院
）

が
十
二
月
五
日
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
飯
牟
礼
地
区
の
農
家
の

方
々
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
る
も

の
で
、今
年
で
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

式
で
は
、
榎
園
晃
館
長
が
「
新
鮮

で
安
心
安
全
な
、
お
い
し
い
旬
な
野

菜
や
果
物
を
多
く
の
方
に
届
け
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
館
で
は
、
地
元
産
の
農
産
物
な

ど
の
品
ぞ
ろ
え
が
充
実
。
今
後
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
の

三
日
間
、
東
市
来
・
日
吉
・
吹
上
の

三
地
域
で
キ
ム
チ
作
り
講
座
が
開
催

さ
れ
、
三
十
二
人
が
本
場
韓
国
の
キ

ム
チ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
際
交
流
員
の
李
濬
京

（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
が
講

師
と
な
り
、
韓
国
の
代
表
的
な
食
べ

物
キ
ム
チ
を
作
る
こ
と
で
、
韓
国
の

食
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
韓
国
か
ら
取
り
寄
せ
た

調
味
料
と
地
元
産
の
白
菜
や
に
ら
、

ね
ぎ
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
味
も
香
り

も
本
場
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
真
っ
赤

に
染
ま
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ム
チ
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

燃
え
盛
る
炎
に
無
病
息
災
を
祈
る

飯
牟
礼
の
農
産
物
が
一
堂
に

韓
国
キ
ム
チ
に
挑
戦
！
お
味
は
い
か
が
？

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
食
べ
に
来
て
！ 各

所
で
鬼
火
た
き

ふ
れ
あ
い
飯
牟
礼
館
落
成
式

キ
ム
チ
作
り
講
座

観
光
イ
チ
ゴ
農
園
開
園
！

　

東
市
来
町
の
片
平
観
光
農
園
で
、

一
月
五
日
（
い
ち
ご
の
日
）
に
観
光

い
ち
ご
農
園
の
開
園
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
園
主
の
片
平
さ
ん
が
「
今

年
は
天
候
不
良
の
た
め
栽
培
が
難
し

か
っ
た
が
、
観
光
農
園
と
し
て
来
園

者
が
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
や
す
い

よ
う
に
整
備
し
た
の
で
、
多
く
の
方

に
来
園
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
が
、
い
ち
ご
で
乾
杯

を
し
た
後
、
開
園
を
待
ち
わ
び
て
い

た
保
育
園
児
は
、
早
速
イ
チ
ゴ
狩
り

に
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ク
か
ら
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
に
イ

チ
ゴ
を
摘
ん
だ
園
児
は
、
満
足
そ
う

に
「
イ
チ
ゴ
狩
り
は
初
め
て
で
、
と

て
も
面
白
か
っ
た
」、「
イ
チ
ゴ
が
つ

ぶ
れ
な
い
よ
う
に
摘
む
の
は
難
し

か
っ
た
け
ど
上
手
に
で
き
た
」
と
楽

し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
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短
　
歌

　

し
き
な
み
短
歌
講
座
（
東
市
来
）

「
こ
れ
か
ら
も
共
に
生
き
よ
う
い
つ
ま
で
も
」

夫
の
言
葉
に
や
さ
し
さ
こ
も
る

�

室
之
園
マ
サ
エ

結
婚
し
五
十
四
年
の
記
念
日
に
夫
の
額
に
そ
っ

と
「
あ
り
が
と
う
」

�

家
村　

克
子

何
年
も
花
の
咲
く
の
を
待
ち
わ
び
た
カ
ト
レ
ア

の
蕾
日
毎
ふ
く
ら
む

�

荻　
　

朝
子

　

伊
集
院
短
歌
講
座

命
か
け
生
活
物
資
背
負
い
行
く
天
空
の
道
ヒ
マ

ラ
ヤ
今
も

�

上
平
田
志
保
子

残
月
が
照
ら
す
母
子
の
露
天
風
呂
海
風
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
を
揺
ら
す

�

佐
藤　

康
子

坂
の
上
グ
ラ
バ
ー
邸
の
中
庭
に
環
の
碑
あ
り
ふ

と
沖
を
見
る

�

園
ミ
エ
子

　

日
吉
町
短
歌
会

テ
レ
ビ
消
し
こ
た
つ
も
切
れ
ば
又
あ
し
た
一
人

ぐ
ら
し
の
気
楽
・
淋
し
さ

�

阿
多　

貞
子

病
床
に
気
分
よ
き
時
「
白
頭
山
節
」
母
が
歌
い

し
遠
き
思
い
出

�

　

ヒ
ロ
子

は
や
師
走
心
忙
く
ま
ま
日
は
過
ぎ
て
天
気
す
ぐ

れ
ず
仕
事
進
ま
ず

�

東　
　

ト
キ

俳
　
句

　

伊
集
院
俳
句
会

母
の
年
越
え
て
母
の
忌
花
八
つ
手

�

西
別
府
千
代
子

祖
父
の
声
差
配
き
び
し
き
稲
刈
日

�

宮
原　

久
子

稲
刈
機
紺
一
枚
の
海
へ
向
き

�

松　

一
枝

　

日
吉
俳
句
会

落
ち
て
な
ほ
清
楚
な
も
の
よ
梅
の
花

�

大
迫　

一
弘

裸
木
に
雀
が
群
れ
て
冬
日
射
す

�

米
丸　

節
子

息
白
き
母
の
見
送
る
登
校
児

�

松
村
ス
ミ
子

　

吹
上
砂
丘
俳
句
会

猟
犬
も
車
座
と
な
り
鍋
囲
む

�

田
島　

修
峯

九
十
九
折
島
の
羽
博
き
冬
木
立

�

月
野
ミ
チ
子

風
暗
く
流
る
る
雲
に
年
迫
る

�

永
田
サ
ツ
キ

さ
つ
ま
狂
句

　

コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

夢ゆ
め
を
追う

た
賭か

け
ご事
ち
ゃ
家け

ね族
を
揺ゆ

い
壊く

え
っ

�

有
馬　

風
骨
（
昭
典
）

望の
ぞ

だ
職し

ょ
っ
雇こ

よ用
ん
内な

い
じ示

で
夢ゆ

め
叶か

の
っ

�

永
山
西
之
海
（
静
彌
）

寝ね
ど
こ床
か
あ
台お

す
え所
ん
嫁よ

め
い
姑

し
ゅ
とん
下げ

っ知

�

津
曲
と
つ
こ
（
幸
雄
）

　

ゆ
す
い
ん
・
ど
ん
こ
会（
伊
集
院
）

煤す
し
け
女か

か房
眼
鏡
掛か

け
た
や
河む

ぞ愛
け
な
っ

�

宮
下　

和
千
（
道
子
）

ハ
イ
カ
ラ
ん
眼
鏡
が
別し

ゃ
ん嬪
ぬ
靡な

び
か
せ
っ

�

西　

御
前
（
靜
香
）

伊だ
て
め
が
ね

達
眼
鏡
填は

め
っ
若
け
娘こ

を
射い

い
落お

て
っ

�

上
村　

天
神
（
良
祐
）

　

吹
上
さ
ざ
な
み
会

句く
づ
く作
い
も
難
儀
じ
ゃ
っ
ど
ん
ぼ
け
防
止

�

山
川
マ
ス
子

多せ

し忙
こ
な
ち
言ち

ゅ
た
姑し

ゅ
て
飯め

し
も
茶
も
出だ

さ
じ

�

池
上　

悠
子

倦
怠
期
女か

房か

あ
犬い

ん
に
な
口く

つ
開ひ

れ
っ

�

入
來
院
彦
六
（
元
彦
）

（
氏
名
敬
称
略
）
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

58

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

こんにちは！母子保健推進員です
～母子保健推進員の活動紹介～

　「こんにちは赤ちゃん訪問」は、子育て支援に関する情
報提供をはじめ、育児不安や悩みの把握と相談を行うこと
で家庭の孤立化を防ぎ、健全な育成環境の確保を図ること
を目的に実施しています。
　日置市では、毎年およそ３８０人の赤ちゃんが生まれてい
ます。赤ちゃんが生後２カ月になったころ、担当地域の母
子保健推進員が育児支援パンフレットを持ってすべての家
庭を訪問しています。母子手帳交付時にお母さんに記入し
ていただいている「こんにちは赤ちゃんカード」を基に、
お母さんや赤ちゃんが元気に過ごされているかお話を伺っ
ています。

母子保健推進員さんからのメッセージ

母子保健推進員の仕事は？

こんにちは赤ちゃん訪問

妊婦教室やお子さんの健診の
案内をご自宅にお届けします。

ご家庭と行政のパイプ役とし
て、お手伝いします。

乳幼児健診で、受付や誘導の
お手伝いをしています。

研修会を通して、子育てに関
する勉強会をしています。

日置市では、現在69人の母子保健推進員が活動しています。
母子保健推進員は、地域の子育て経験者で、子育てをしているお母さんたちのサポーターです。
ご家庭をまわりながら、お子さんの成長をとても楽しみにしています。

みんなにたくさん甘えながら、
たくさんの笑顔で子どもと遊ん
でくださいね。

何か不安になったり、だれ
もが経験してきたことなど
話をしたりしながら子育て
を共有しましょう。

子どもはみんなの宝物。
楽しい子育て応援します。
一人で悩まず気軽に何で
も相談してくださいね。

子育ては大変ですが、と
てもうれしくて幸せを感
じることがたくさんあり
ますよ。

無理せず楽しい子育てができま
すように。わたしたちもかわい
い子どもたちに元気をもらって
います。
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１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

堂
脇　

奏か
な

汰た　

拓
也　
　

天
神
馬
場

髙
倉　

優ゆ

月づ
き　

伸
吾　
　

妙
円
寺
九
区

立
野　

勇ゆ
う

歩ほ　

政
哉　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二・三
区

大
迫　

玲れ

音お
ん　

雄
斗　
　

徳
重
東

吉
村　

彩あ
や

乃の　

勝
矢　
　

郡
下

宮
本　

梨り

央お　

賢　
　
　

宮
脇

梅
木　

聖
し
ょ
う

太た　

秀
久　
　

下
神
殿
一
区

榮
村　

咲さ

耶や　

健
二　
　

郡
下

桑
畑
陽は

あ

と

愛
翔　

健
太
郎　

妙
円
寺
九
区

秋
田　

蒼そ

空ら　

浩
嗣　
　

郡
上

川
畑　

翔と

空あ　

卓
也　
　

妙
円
寺
九
区

堀
之
内
彩さ

衣え　

博
信　
　

下
神
殿
一
区

馬
場
心こ

華は

菜な　

浩
隆　
　

善
福

上
之
園
佳か

叶ほ　

久
憲　
　

腰

徳
永　

小こ

梅う
め　

誉
志
登　

猪
鹿
倉

馬
場　

一い
ち

華か　

隆
樹　
　

猪
鹿
倉

袰
谷　

深み

愛の
り　

健　
　
　

平
古

上
門　

心こ
こ

愛あ　

貴
幸　
　

宮
脇

柿
内　

琉る

我か　

大
輔　
　

妙
円
寺
八
区

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

豊
辻　

大や
ま
と和　

正
和　
　

麓
下

山
之
内
翔し

ょ
う
き輝　

美
輝
男　

柿
之
迫

宇
田　

愛あ

唯い　

栄
一
郎　

杉
之
迫

幾
留　

花か

梨り
ん　

竜
美　
　

田
之
湯

原　
　

華か

蓮れ
ん　

常
利　
　

田
之
湯

八
重
樫
茉ま

尋ひ
ろ　

尚
仁　
　

杉
之
迫

鴇
岡　

歩あ
ゆ

桂か　

竜
一　
　

田
之
湯

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

吉
富　

結ゆ

衣い　

優
太　
　

日
置
麓

大
　

咲さ
や

花か　

祐
一　
　

中
区

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

寺
本　

光こ
う

我が　

雅
樹　
　

南
宮
内

安
藤　

優ゆ
う

斗と　

達
也　
　

新
川
原

福
壽　

美み

緒お　

隆　
　
　

緑
ヶ
丘

吉
峯　

雫し
ず
く　
　

英
治　
　

西
本
町

�

１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

門
松
美
千
代　
　

８８　

猪
鹿
倉

並
松　

秀
吉　
　

９１　

飯
牟
礼
上

内
屋
敷
榮
二　
　

７９　

古
城

吉
永　

未
吉　
　

８５　

下
神
殿
一
区

米
丸　

イ
ネ　
　

９５　

妙
円
寺
七
区

藤
田　

ト
ヨ　
　

９4　

朝
日
ヶ
丘

窪
田　

真　
　
　

３4　

徳
重
東

佐
伯　

操　
　
　

７８　

中
央
通

永
德　

一
郎　
　

８７　

中
川

原
之
園
ト
シ
子　

７８　

中
福
良

桃
北
ツ
ギ
子　
　

７８　

小
城

栫　

ス
ミ
ヱ　
　

７６　

中
川

東　

キ
ミ
子　
　

８０　

野
田

猿
渡　

一
守　
　

７８　

天
神
馬
場

踊　
　

玲
子　
　

８０　

城
山

四
郎
園
サ
チ
子　

８２　

上
方
限

川
村
美
江
子　
　

９０　

上
之
馬
場

石
原　

ム
ネ　
　

９０　

妙
円
寺
二
区

宮
路　

重
　
　

５９　

妙
円
寺
六
区

宮
下
サ
ワ
子　
　

９２　

桑
畑

地
頭
江
ヒ
モ　
　

９９　

野
田

田
中　

ハ
ル　
　

８６　

妙
円
寺
九
区

有
村　

勇　
　
　

７９　

上
神
殿

米
丸
ヱ
ミ
子　
　

８５　

上
方
限

三
明　

波
江　
　

８８　

郡
下

柿
内
伊
三
次　
　

９２　

下
土
橋

女
鹿
野
行
洋　
　

７６　

猪
鹿
倉

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

鈴
木　

幸
子　
　

８０　

美
山

宮
前　

佐
吉　
　

９０　

丸
牧

峯
﨑　

次
男　
　

８５　

田
代

内
田　

フ
チ　
　

９4　

田
之
湯

前
田　

利
男　
　

８９　

川
北

奥
ノ
園
理
子　
　

８５　

堀
内

藤
川　

清
範　
　

８５　

古
市

所
﨑　

文
子　
　

１００　

駅
前

上
園　

辰
美　
　

８4　

南
神
之
川

元
山　

節
子　
　

９０　

江
口

岡
元　

光
広　
　

５4　

川
北

西
園　

數
香　
　

７１　

皆
田
西

中
間　

一
德　
　

８4　

中
伊
作
田

永
井　

悟
郎　
　

８4　

神
之
川

立
和
名
フ
デ　
　

８９　

鉾
之
原

内
野　

フ
ミ　
　

９７　

上
野
西

藤
川　

昭
巳　
　

８３　

古
市

竹
下　

清
子　
　

９３　

駅
前

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

燒
山　

剛
一　
　

８５　

日
新

田
中　

幸
子　
　

８4　

山
田

寝
占　

翔
太　
　

２4　

西
郷

有
馬　

貞
雄　
　

８２　

毘
沙
門

前
野　

ノ
ブ　
　

９１　

青
松
園

原
口　

馨　
　
　

７５　

北
区

鵜
狩
マ
サ
子　
　

７６　

柿
の
谷

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

堀
之
内
美
則　
　

９３　

草
田
原

西　
　

繁　
　
　

８７　

小
野

原
田　

基
雄　
　

７９　

小
牧

篠
原　

滿
夫　
　

７７　

西
本
町

福
添　

ノ
リ　
　

７７　

苙
岡

遠
矢　

繁　
　
　

８4　

今
観
龍

安
藤
フ
ヂ
エ　
　

９６　

佑
心
会

下
野　

秀
男　
　

９３　

中
和
田

穗
園　

律
子　
　

８１　

川
中

下
野　

繁　
　
　

９4　

上
和
田

松
元　

キ
ヨ　
　

８4　

花
熟
里

川
路　

良
子　
　

８２　

今
田

※
訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
ひ
お
き
１
月
号
Ｐ
７
「
地
域
駅
伝
競

走
大
会
」の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

誤　

日
吉
地
域
（
写
真�

左
）

　
　
　

一
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
吉
利
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

↓

　

正　

�

一
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
住
吉
体
協
Ａ

チ
ー
ム

　

誤　

吹
上
地
域
（
２
区�

区
間
賞
）

　
　
　

野
㔟
勇
作

　
　
　
　
　

↓

　

正　

�

能
㔟
勇
作

　

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会
（
南
一

秀
会
長
）
が
十
二
月
四
日
、
Ｊ
Ｒ
東

市
来
駅
と
湯
之
元
駅
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
二
十
五
年
以
上
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
今
回
の
作
業

に
は
十
一
人
が
参
加
、
構
内
の
草
払

い
の
ほ
か
、
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

南
会
長
は
「
両
駅
を
気
持
ち
よ
く

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

年
末
年
始
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
東
市
来
分
会

平成２３年度『広報ひおき』
年間購読者の募集について
　市では、市民の皆さまへの行政情報や市内各地域での
イベント・行事などのお知らせとして「広報ひおき」（毎
月１回）と「広報ひおきお知らせ版」（毎月２回）を発行
し、自治会を通じて各世帯へ配布しています。
　また市外在住の郷土出身者などで ｢広報ひおき｣ 年間
購読（毎月１回発送）をご希望の方には、有料による発
送も行っていますので、お知り合いの方へのふるさとの
便りとしてもご利用してみてはいかがでしょう。
　「広報ひおき」の年間購読をご希望の場合は、企画課広
報統計係または各支所地域振興課自治振興係までお申し
込みください。

　平成２３年度分は、平成２３年４月号から平成２４年３月号
までです。郵送でお申し込みの場合は、現金書留または
郵便小為替を添えてお申し込みください。

年間購読料 ： ２０００ 円
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前田　ゆりえさん〔５０歳〕
日吉町日置（熊野自治会）

●おはなしクローバー代表

子
ど
も
た
ち
と
読
書
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
い
た
い

　

平
成
八
年
に
日
置
小
児
童
の
保
護
者
ら
で
つ
く
る
「
親
子
読
書
会
」
が
発
足
。
当
初
は
そ

の
会
の
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
会
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
自
身
も
長
男
が
小
学
校
入

学
と
同
時
に
入
会
。
平
成
十
九
年
に
鹿
児
島
県
の
読
書
大
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
「
本
を
読
ん
だ
と
き
も
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け
た
と
き
の
よ
う

に
、
う
れ
し
く
て
楽
し
い
気
分
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
『
お
は
な
し
ク
ロ
ー
バ
ー
』

と
名
付
け
ま
し
た
」
と
話
し
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
夏
休
み
の
出
校
日
に
合
わ
せ
て
の
緑
陰
読
書
や
星
空
映
写
会
、
ほ
か
に
も
日
吉

図
書
館
で
毎
月
第
二
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
、
お
は
な
し
会
に
も
年
二
回
ほ
ど
参
加
。
ま
た
学

校
で
は
、
ク
ラ
ス
の
保
護
者
が
毎
月
一
回
、
輪
番
制
で
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
意
欲
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
会
で
読
み
聞
か
せ
る
本
は
、
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
も
の
や
子
ど
も
が
共
感
で
き

て
、
楽
し
め
る
も
の
を
選
定
。
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝

居
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き「
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
て
く
れ
る
、

聴
い
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
喜
び
で
す
。
お
話
を
通
し
て
、
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で

き
れ
ば
」
と
前
田
さ
ん
。
ま
た
幼
い
こ
ろ
祖
母
や
母
親
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
た
本
を
、
大
切

に
し
て
お
り
「
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
巡
り
合
え
た
か
ら
」。「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
と
読
書
の
楽
し
み
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
よ
う
な
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

和田　雅
みや

姫
び

ちゃん　（６歳６カ月）

　　　乙
いつ

姫
き

ちゃん　（４歳）　　　

父　剛さん　母　祐子さん
（吹上町永吉）

■おかあさんから
　わが家の大切なお姫様。
　元気にスクスク育ってね！

知久　大
だい　ご

悟くん（２歳１０カ月）

父　秀一さん　母　涼子さん
（伊集院町妙円寺）

■おかあさんから
　わが家にいつも「笑い」を運んでくれ
る大悟くん。また動物園に行こうね。
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　上田尻自治会の船木山にあって、県内でも珍しい「船こぎ
まつり」が行われる神社です。
　祭神は猿

さる

田
た

彦
ひこ

命
のみこと

です。上田尻は山間部の集落ですが、昔
は上田尻まで海だったという伝説があります。猿田彦は、
大
お お な む ち

汝牟遅命
のみこと

が、大和国三輪神社から吹上地域宮内地区の大
汝牟遅神社へ下向する際に、先導をしてきたとされています。
無事に海路を渡り、吹上に着船したので「船木大明神」と唱
えて、この地で祀

まつ

られたそうです。さらに猿田彦は、船を造
り、ニニギ尊

みこと

を高千穂から笠沙へ、また川内への先導を承っ
た、と神話にあるそうです。
　船木神社には、模型船を奉納する珍しい風習があります。
普段は、宝殿に納められており、古いものは江戸時代のもの
もあります。それで「船こぎまつり」を行います。毎年３月
２０ 日の正祭には、宝殿に納められている ６０㎝から１ｍくら
いの数十隻の模型船を、円陣を組んだ氏子達が、櫓

ろ

拍
びょう

子
し

に
合わせて、次々に手渡しで回して
行き、一回りして宝殿に入れる神
事が行われます。

『編み物』

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
全
日
本

代
表
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
小
学
校
二
年
生
か
ら

吉
利
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
に
入

り
、練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
全
日
本
代
表
に
な
っ
て

今
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
監

督
や
コ
ー
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
た

ち
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ぼ
く
を
い
つ
も
応
援
し

て
く
れ
た
両
親
に
も
活
や
く
し
て

い
る
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
バ

レ
ー
を
続
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
何
事
に

も
あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や
り

と
げ
る
気
持
ち
を
も
ち
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
か
ぼ
く
の
プ

レ
ー
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。
感
動
を

あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
選
手
に
な
る
の
が
目
標
で
す
。

　

ぼ
く
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
で
、
地
域
の
方
々
が
笑
顔
で

幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

日
新
小
学
校
　
六
年
　
大
西
　
洸
太
朗
く
ん

柳田　充
みつ

子
こ
さん（87歳） 東市来町長里

　幼いころ母親から教わった編
み物は、一本の糸が形になってい
く不思議さに魅せられて、今でも
時間を見つけては楽しく続けて
います。「編み物は、素材選びや
配色など自分でやるので、達成
感が何とも言えない」そして「自
分好みの物を自分で生み出す楽
しみもある」と柳田さん。また「編
み始めると、時間がたつのも忘
れて『わっ、こんなにできた』と思うこともあります」と話し、
笑顔を見せます。これからも、出来上がった作品を友達にプレ
ゼントしたり、それをもらった相手の喜びを想像したりしなが
ら、続けていきたいです。

67

　船
ふな

木
き

神社（吹上地域）　

船木神社

270
正
円
池

小野川

花田小学校

吹上中学校

本庁から車で２０分、
吹上支所から1０分

感
動
を
あ
た
え
る
人
に
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，５8３人�（△６６）
　男　　　２４，１７１人�（△３8）
　女　　　２７，４１２人�（△２8）
世帯数　　２２，５１9　�（△３8）
２月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，５６9人
伊集院地域　２４，５9３人
日吉地域　　� ５，４５１人
吹上地域　　� 8，9７0人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「寒さへっちゃら、元気に雪遊び」
　この冬３回目の積雪に子どもたちは大
喜び。歓声を上げながら校庭を走り回り、
元気いっぱい雪遊びを楽しみました。
� （１/３１�伊作小�吹上）

No．7０ 平成２3年２月号

鶴丸地区公民館
（東市来地域）

　

東
市
来
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
部
に

位
置
す
る
鶴
丸
地
区
公
民
館
は
、

八
自
治
会
（
下
養
母
、麓
上
、麓
下
、

古
市
、
城
之
町
上
、
城
之
町
、
杉

之
迫
、
坂
之
上
下
）
で
構
成
さ
れ
、

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
現
在
で

千
二
百
五
十
一
世
帯
、
三
千
六
十
六

人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
は
江
口
川
が
流
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
市
来
駅
や
東
市
来
支
所
な

ど
も
あ
り
、
地
域
の
行
政
の
中
心

部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
来

鶴
丸
城
跡
な
ど
古
い
歴
史
と
由
緒

あ
る
史
跡
が
残
る
地
域
で
す
。

鶴つ
る
ま
る丸
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
）

笑
顔
の
ま
ち
、
学
ぶ
ま
ち
、
文
化
の
ま
ち

平
成
十
九
年
四
月
に
鶴
丸
地
区
公

民
館
を
設
立
。
活
動
は
運
営
委

員
会
や
各
専
門
部
を
中
心
に
、
話
し

合
い
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
に
は
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
「
鶴
丸
ふ
る
さ
と
夏

祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。
祭
り
は
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
実
行
委

員
会
を
設
け
、
約
三
カ
月
間
に
わ
た

り
準
備
に
奔
走
し
ま
し
た
。
祭
り
当

日
は
、
青
少
年
育
成
部
を
中
心
に
、

幼
児
や
小
、
中
学
生
な
ど
が
約
二
百

個
の
灯
籠
（
と
う
ろ
う
）
を
準
備
、

ほ
か
に
も
各
自
治
会
が
大
き
な
灯
籠

を
制
作
し
、
地
域
内
外
か
ら
訪
れ
た

人
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
地
区
民
に

よ
る
舞
台
発
表
や
花
火
、
地
区
の
伝

統
芸
能
「
下
養
母
太
鼓
踊
り
」
も
披

露
さ
れ
る
な
ど
大
勢
の
人
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　
「
鶴
丸
歩
こ
う
会
」
も
健
康
づ
く

り
活
動
の
一
環
と
し
て
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。
歩
こ
う
会
は
、
保
健
体

育
部
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、

四
㌔
と
五
㌔
の
コ
ー
ス
を
用
意
。
参▲大盛況だった「鶴丸ふるさと夏祭り」

久留明博指導員、橋野六男館長、平美智子主事補

▲環境美化部が制作した東市来駅の門松

▲グループホームで交流を図る女性学級

加
者
は
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
の
福

満
准
教
授
の
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
人
や
自

然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

環
境
美
化
部
は
、
二
カ
月
ご
と
に

部
会
を
開
き
、
東
市
来
駅
の
花

壇
の
手
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。年
末
に
は
門
松
も
作
り
ま
し
た
。

今
後
、
江
口
川
の
環
境
美
化
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
関
連
記
事
Ｐ
１３
）

　

防
犯
安
全
部
で
は
、
三
台
所
有
す

る
青
パ
ト
を
活
用
し
て
、
日
置
警
察

署
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
校
区
内
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
社
会
教
育
学
級
や
生
涯
学

習
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
女
性
学
級
で
は
、
毎
年
、

地
区
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
訪
問
し
て
、
入
所
者
と
歌
や
踊

り
な
ど
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
初
め
て
行
っ
た
取
り

組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
区
振
興
計
画
を
加
味
し

な
が
ら
八
自
治
会
と
の
連
携
に
努

め
、
安
心
、
安
全
で
楽
し
く
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。


